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四
月
二
十
八
日

朝
、
早
大
大
隈
講
堂
で
理
工
学
部
新
入
生
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。
新
し
い
時
代

の
技
術
観
に
つ
い
て
話
す
。
若
い
学
生
に
話
す
事
の
大
事
さ
は
少
し
づ
つ
了

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
手
を
抜
か
ず
に
全
力
で
話
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
午
後
二
時
十
五
分
羽
田
発
中
華
航
空
で
台
北
へ
。
二
川
幸
夫
氏
等
同
行
四

名
。
桃
園
国
際
空
港
に
は
李
祖
原
氏
が
迎
え
て
く
れ
た
。
超
多
忙
な
人
な
の

に
、
こ
の
人
物
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
。
真
似
を
し

よ
う
と
幾
度
も
試
み
る
の
が
い
つ
も
駄
目
だ
。
体
力
気
力
と
も
に
及
ば
ぬ
。

夜
は
同
氏
と
デ
ィ
ナ
ー
。
そ
の
後
同
氏
設
計
の
国
民
党
本
部
等
見
学
。

　
四
月
二
十
九
日

　
李
祖
原
氏
の
案
内
で
台
中
へ
。
台
中
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
。
凄
い

メ
ニ
ュ
ー
に
一
同
感
嘆
。
後
で
聞
け
ば
案
の
定
昨
夜
台
北
か
ら
李
祖
原
が
直

接
コ
ッ
ク
に
指
示
を
し
て
い
た
と
の
事
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
て
も
李
の

舌
は
相
変
ら
ず
の
モ
ノ
だ
。
昼
食
後
、
プ
ー
リ
の
中
台
禅
寺
へ
。
途
中
山
岳

の
風
景
が
樹
木
も
な
く
荒
涼
と
し
て
い
て
、
ま
る
で
禅
画
の
山
水
図
だ
ね
な

ん
て
呑
気
な
話
を
し
て
い
た
が
、
な
ん
と
台
中
大
震
災
の
爪
跡
で
、
山
の
樹

木
は
全
て
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
無
知
は
恐
い
。

　
中
台
禅
寺
は
Ｃ
Ｙ
・
Ｌ
Ｅ
Ｅ
（
李
祖
原
）
の
最
新
作
で
、
あ
ま
り
の
巨
大

さ
に
呆
然
と
す
る
。
こ
の
建
築
家
の
巨
大
さ
へ
の
希
求
の
源
は
何
か
。
私
と

は
ま
る
で
異
る
建
築
観
が
在
る
の
を
実
感
す
る
。
時
間
が
遅
く
な
っ
た
の
で

中
台
禅
寺
の
大
導
師
と
デ
ィ
ナ
ー
に
な
っ
た
。
台
湾
仏
教
界
の
大
導
師
で
あ

る
。
台
中
の
議
員
さ
ん
達
も
一
緒
で
あ
っ
た
。
台
湾
政
界
と
の
太
い
パ
イ
プ

が
あ
る
の
が
わ
か
っ
た
。
李
登
輝
氏
等
、
現
総
裁
ま
で
の
額
が
並
び
立
ち
、

た
だ
の
仏
教
徒
の
長
だ
け
で
は
な
い
の
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｅ
が
台

湾
の
中
枢
に
在
る
の
が
わ
か
る
。
不
思
議
な
建
築
家
で
あ
る
。
建
築
家
は
自

然
に
権
力
に
近
寄
っ
て
い
く
性
向
を
持
つ
の
だ
ろ
う
。
私
に
は
ど
う
し
て
も

で
き
な
い
事
だ
が
、
李
は
李
の
径
、
私
は
私
だ
。
と
や
か
く
言
う
こ
と
で
は

な
い
。
こ
の
大
導
師
は
李
の
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
マ
ス
タ
ー
で
も
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
デ
ィ
ナ
ー
は
ヴ
ェ
ジ
タ
リ
ア
ン
フ
ー
ド
で
あ
る
。
お
い

し
か
っ
た
。
色
々
と
土
産
を
い
た
だ
く
。
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
英

語
ヴ
ィ
デ
オ
等
。
Ｉ
Ｔ
部
局
、
建
築
部
局 

、
国
際
部
局
な
ど
を
備
え
た
一
大

仏
教
組
織
で
あ
る
。
台
北
へ
の
帰
途
車
の
混
雑
に
巻
き
込
ま
れ
、
台
北
晶
華

飯
店
に
辿
り
着
い
た
の
は
深
夜
一
時
半
。
ハ
ー
ド
な
一
日
だ
っ
た
。

　
四
月
三
〇
日

　
朝
七
時
半
、
ホ
テ
ル
発
。
李
祖
原
の
五
百
八
メ
ー
タ
ー
の
ハ
イ
ラ
イ
ズ
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
、
台
北
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
現
場
へ
。
熊
谷
組

所
長
の
説
明
を
受
け
る
。
こ
の
超
高
層
ビ
ル
が
完
成
す
る
二
年
後
に
は
世
界

の
建
築
潮
流
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
一
沫
の
不
安
が
横
切
る
が
、
友
人
は

友
人
で
あ
る
李
の
未
来
を
祝
福
し
た
い
と
思
う
。

　
昼
間
の
便
で
高
雄
市
へ
。
高
雄
の
二
本
の
超
高
層
ビ
ル
を
見
学
。
李
と
は

十
七
年
位
の
附
合
い
に
な
る
が
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
彼
が
ア
ジ
ア
の
ハ
イ
ラ

イ
ズ
キ
ン
グ
に
な
る
の
は
予
想
し
て
い
た
と
は
言
え
、
仰
天
す
べ
き
出
来
事

で
も
あ
る
。
オ
ー
ナ
ー
と
会
見
し
、
そ
の
後
高
雄
港
の
責
任
者
と
昼
食
。
李

の
ア
ジ
ア
中
華
人
世
界
の
人
脈
の
広
さ
を
再
び
実
感
す
る
。
こ
の
建
築
家
は

こ
の
マ
マ
中
華
人
世
界
に
巨
樹
を
建
設
し
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
く
れ
て
、
港
を
巡
る
。
船
か
ら
の
李
の
ハ
イ
ラ
イ

ズ
の
姿
が
良
か
っ
た
。
高
雄
港
が
ア
ジ
ア
貿
易
の
中
心
に
な
る
の
だ
と
言
う
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説
明
を
受
け
た
が
、
前
途
は
容
易
な
ら
ざ
る
モ
ノ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
日
本
が
ア
ジ
ア
の
東
北
端
に
位
置
す
る
こ
と
も
良
く
理
解
で
き
た
。

　
十
六
時
二
〇
分
の
便
で
台
北
に
戻
る
。
李
祖
原
事
務
所
で
彼
の
最
近
作
に

関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
。
そ
の
後
意
見
交
換
。

　
　
九
時
過
ホ
テ
ル
に
戻
る
。

　
二
川
幸
夫
氏
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
痛
飲
。
ハ
ー
ド
な 

二
日
間
の
ハ
イ
ラ
イ
ズ
の

旅
で
、
な
ん
だ
か
痛
飲
が
必
要
な
気
分
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
五
月
一
日

　
朝
八
時
四
十
五
分
、
中
原
大
学
の
黄
先
生
が
ホ
テ
ル
に
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
、
一
路
中
原
大
学
へ
。
五
日
間
の
在
台
だ
が
、
体
が
持
つ
の
か
フ
ッ
と
不

安
に
な
る
。
一
時
間
程
で
中
原
大
学
に
着
く
。

　
学
科
長
、
校
長
と
あ
い
さ
つ
の
後
、
校
長
先
生
と
ラ
ン
チ
。
学
科
間
の
交

流
を
進
め
る
こ
と
で
合
意
。
ア
ジ
ア
で
の
実
質
的
な
大
学
間
交
流
は
大
事

だ
。
仕
事
の
進
出
は
二
の
次
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
事
は
キ
チ
ン

と
自
覚
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
建
築
家
は
仕
事
に
は
弱
い
の
だ
か
ら
、
他

人
は
他
人
、
私
は
私
の
や
り
方
で
鈍
重
に
行
く
し
か
な
い
。
建
築
家
で
あ
る

事
と
教
師
で
あ
る
事
を
両
立
さ
せ
る
事
の
複
雑
さ
を
肝
に
命
じ
る
事
。

　
午
後
一
時
、
第
一
回
目
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。
熱
心
な
反
応
が
あ
っ
た
。

　
レ
ク
チ
ャ
ー
後
、
建
築
学
科
五
年
生
学
生
八
名
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
率

直
か
つ
熱
気
が
あ
る
。
水
準
は
高
い
。
わ
た
し
の
話
が
ド
ク
ド
ク
と
吸
収
さ

れ
て
ゆ
く
の
を
感
じ
る
。
教
師
の
ダ
イ
ゴ
味
で
あ
る
。
こ
の
感
じ
は
設
計
と

は
ち
が
う
の
だ
。
直
接
、
人
間
に
接
し
誘
導
す
る
快
楽
と
で
も
言
お
う
か
。

　
夕
方
、
先
生
方
学
生
達
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
。
飲
会
に
誘
わ
れ
た
が
、
こ

の
日
は
つ
い
に
疲
労
の
ピ
ー
ク
で
宿
舎
に
帰
っ
た
。
飲
み
に
行
っ
て
た
ら
ど

う
な
っ
て
い
た
事
や
ら
。
九
時
に
は
倒
れ
る
よ
う
に
寝
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は

平
和
だ
。
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